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Ⅰ．研究の背景と目的 

 

１．背景 
柏市は、千葉県の北西部に位置し、平成 20 年４月１日に千葉県では２番目の中核市とな

った。人口およそ 43 万人で、都心へのアクセスが良いことや、近年、つくばエクスプレス

の沿線である北部地区では住宅開発が進んだことから子育て世代の転入が増えてきている。 

平成 22 年には、柏市総合保健医療福祉施設「ウェルネス柏」の中に子ども発達センター

が開設されたことにより、１歳６ヶ月健診や３歳児健診で発見された発達が気になる幼児

に対する早期支援の体制が整えられた。子ども発達センターが開設されて 10 年が経ち、保

護者はもちろんのこと、幼稚園・保育所・こども園（以下 幼保こ園と記す）からの認知

度も高まり紹介が増えたこともあり、センターの年間利用者は 1400 人に及んでいる。 

柏市教育委員会も、子ども発達センターの開設にあたり、同フロアに就学相談窓口を移

設し、発達が気になる幼児に対して、気づきから療育そして、就学先決定の相談（以下 就

学相談と記す）までが同じ施設で行えるよう相談体制を整備した。 

子ども発達センター利用者の増加に加えて、平成 19 年にスタートした特別支援教育によ

って保護者の就学先に関するニーズが多様化したためか、就学相談の件数もこの 10 年間で

非常に増えており、この現状における課題の解明と今後に向けての展望が求められている。 

 

２．課題設定の理由 

 図７－１は、年長児の就学相談件

数をまとめたものだが、本市の就学

相談は、この 10 年で２倍以上と件数

が非常に増えている。 

 しかし、就学相談件数が増加する

一方で、特別支援学級途中入級者の

増加や、本来通級による指導を受け

ることが望ましいと判断したにもか

かわらず、通級していない、いわゆ

る通級待機児童の存在などの課題も                               

明らかになってきた。 

平成 29 年度を例にとってみると、207 人の年長児に就学相談を実施した。そのうち、23

人に情緒障害通級指導教室の利用が適当であると判断したが、実際に入学し、平成 30 年度

に通級指導教室を利用した児童は４人だけで、19 人が通級待機児童となっている。また、

年度途中で 60 人を超える児童が特別支援学級に転級しており、そのうちの 40 人ほどは入

学段階で就学相談を受けていない児童であった。 

そこで本研究では、このような現状から、インクルーシブ教育システム構築に向けた体

制整備を考えていく上では、実態に即した就学相談の在り方を改めて見直す必要性がある

と考えた。 
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図７－１ 年長児の就学相談件数 
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Ⅱ．方法 

 

１．先行研究及び先進地域からの情報収集 

 就学相談に関する大学等における先行研究や先進地域における取組を知ることで、本市

の就学相談が抱える課題解明に役立てる。 

 

２．就学相談の実情の把握 

（１）幼保こ園職員からのアンケート調査 

 ５月に障害児等療育支援事業の一環として行われた「発達が気になる幼児支援研修会」

に参加した市内の幼保こ園の職員（75 人）を対象にアンケート調査（資料１）を行い（以

下、幼保こ園職員アンケート調査）、就学相談を受けてほしい、または実際に紹介した年長

児の困り感や、就学相談、就学移行支援計画について調べた。 

なお、就学移行支援計画は、本市にて保護者と幼保こ園が１枚ずつ作成し、小学校入学

時の引継ぎのツールとして使用するものであり、年長児の困り感の項目には「幼稚園・保

育園における発達障害の可能性のある子どもへの支援Ｑ＆Ａ」（千葉県教育委員会，2014）

に掲載されている項目（表７－１）を使用した。なお、「困り感」の語については、千葉

県教育委員会（2014）において用いられており、それに基づいて、本稿においても使用し

ている。 

 

表７－１ 「幼稚園・保育園における発達障害の可能性のある子どもへの支援Ｑ＆Ａ」（千葉県

教育委員会,2014）に掲載されている困り感の項目 

困り感の項目 具体例 

指示が理解できない ことばを理解でない、周りを見てから遅れて動く 

活動に参加できない 活動に関係なく自由にふるまう、部屋から出る 

ルールを守れない 順番やルールがわからない、待てない 

友だちと仲よく遊べない カッとなりやすい、手が出る、自分勝手、一人遊び 

 

（２）他部局関係者からの聞き取り調査 

７月には、日頃、幼保こ園の訪問支援を行っている他部局の職員に就学相談に関する聞

き取りを行い、就学相談を受けてほしい年長児の困り感や、幼保こ園を訪問支援している

際に感じた就学相談の課題について確認した。この聞き取り調査でも年長児の困り感につ

ついて、幼保こ園職員アンケート調査と同様に表７－１の項目を使用した。 

 

（３）保護者の相談理由の分析 

 今年度、就学相談の申し込みのあった保護者 100 人（申し込み順）の相談理由について

も、幼保こ園職員に実施したアンケートの４つの困り感で、カテゴリー分類を実施した。 
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Ⅲ．結果および考察 

 

１．先行研究及び先進地域からの情報収集の結果           

就学相談に関する研究では、大塚・青山（2014）の「就

学相談の現状と課題に関する一考察」、杉﨑（2018）の「特

特別支援教育における就学相談－10 年間の研究動向から

みる現状と課題－」から、就学相談の増加傾向は柏市に限

ったことではなく全国的にも見られることが分かった。 

さらに、柏市と同様に独立行政法人国立特別支援教育総

合研究所の地域実践研究事業に参画している富士見市（埼

玉県）、坂城町（長野県）との情報交換を通して、それぞ

れの市の規模の違いから生じる問題やシステムの違いを

知る中で、人口の多い柏市においては、情報を周知するこ

との難しさを改めて知ることができた。 

 

２．就学相談の実情の把握 

（１）幼保こ園職員アンケート調査の結果 

 幼保こ園職員アンケート調査では、就学相談をうけて欲

しい年長児の困り感は表７－２のようになり、「指示理解」

（34 人）と「活動参加」（25 人）が多かった。 

 

（２）他部局関係者からの聞き取り調査の結果               

他部局の訪問支援担当者の聞き取りからは、就学相談を

うけて欲しい年長児の困り感は表７－３のようになり、

「活動参加」が２人、「友だち」が１人であった。 

また管理職の入れ替わりが多いことや若年層の職員が

増えたことから、訪問時に就学相談について聞かれる事が増えていることも分かった。 

 

（３）保護者の相談理由の分析の結果 

保護者が就学相談に来る理由は、表７－４のようになっ

た。幼保こ園の職員や訪問支援担当者と同様に「指示理解」

と「活動参加」も多かったが、一番多かったのはこの４つ

には分類できなかった「その他」で、全般的な発達や言葉

の遅れなど、保護者の相談理由、つまり心配している内容

は多岐にわたっていることが分かった。 

 以上のことから、就学相談を受ける側と紹介する側の 

理由の違いが、就学相談の数の増加の一要因になっている

ものと推察された。 

項目 人数 

指示理解 34 

活動参加 25 

ルール 9 

友だち 9 

その他 2 

無回答 5 

項目 人数 

指示理解 0 

活動参加 2 

ルール 0 

友だち 1 

その他 0 

項目 人数 

指示理解 25 

活動参加 24 

ルール 2 

友だち 14 

その他 32 

表７－２ 幼保こ園の職員が感

じる年長児の困り感 

表７－３ 他部局関係者が感じ

る年長児の困り感 

 

 

表７－４ 保護者の相談理由 
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（４）幼保こ園の職員の就学相談の役立ち感及び、就学移              

行支援計画 

幼保こ園職員アンケート調査において就学相談につい

て尋ねたところ、表７－５のようになり、75 人中 20 人が

就学相談について、「知らない」、「わからない」、「無

回答」という結果になった。 

「就学移行支援計画」については、小学校では活用して

もらえていない、複数の園児の作成をしなくてはいけない

場合、負担が大きいなどの思いを持っていることが分かっ

た。 

 

 

 

Ⅳ．取組および改善点 

 

１．就学相談に関する周知 

 就学相談について、「就学に不安のある子の相

談」という漠然としたイメージで捉えられている

ことが多かったが、「一人一人に合った就学先を考

える相談」という表現に統一することで、広がり

すぎてしまった就学相談のイメージを整理し、対

象者を明確にすることとした。 

そのために取り組んだことが、市のＨＰ・子育

て関係情報誌の就学相談に関するコメントの統一

である。就学相談を紹介する立場となるこども発

達センター職員及び幼保こ園職員への周知にも取

り組んできたが、現段階においては、研修会参加

者等に限定されており、全体への周知には至って

いない。 

そこで、就学相談のポスターを作成し、幼保こ

園に掲示してもらうことを考えた。ポスターを掲

示してもらうことで、就学相談を紹介する立場と

なる幼保こ園の職員と利用する立場である保護者

が、就学相談の存在について知ることはもちろん、

どんな相談であるのか内容についても同じ認識が

持てることが利点であると考える。 

 なお、ポスターにはＱＲコードを設定し、就学相

談の流れなど、詳細がわかるように工夫したいと考えている。        

 

項目 人数 

役立つ 38 

少し役立つ 14 

あまり役立たない 3 

役立たない 0 

知らない 5 

わからない 12 

無回答 3 

表７－５ 幼保こ園職員が感じ

る就学相談の役立ち感 

図７－２ 就学相談ポスター（案） 
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２．就学移行支援計画の見直し               

 文部科学省(2013)「教育支援資料～障害のある子供の就学手続きと早期からの一貫した

支援の充実～」や平成 28 年の障害者差別解消法が施行されたことをうけ、それまでの就学

指導委員会という名称を変更した市が県内外にあり、本市も平成 28 年度より「柏市就学指

導委員会」を「柏市教育支援委員会」に変更した。 

さらに就学相談では、就学先の決定のみならず、就学後の学校生活における指導や支援

への相談も行っている市があるなど、就学相談に一貫した支援の充実が求められるように

なってきた。その実現を目指した一つの取組として、本市では、特別支援学級で入学する

児童について作成していた「就学移行支援計画」を通常の学級で入学する児童までに対象

を拡大し、切れ目のないなめらかな接続を目指してきた。 

しかし、真鍋(2016)の「幼児期から学童期への移行を支える就学支援の考え方と具体的

方法」にも記されているように、就学前後の機関同士の情報共有がうまくいかないという

課題が本市でも明らかになってきた。「就学移行支援計画」を作成する対象が広がったこ

とにより、小学校に伝わる情報量が増え、その管理と活用が滞っていること、作成する幼

保こ園側の負担になっていることが、今回実施したアンケートや聞き取りから分かったの

である。 

そこで、平成 21 年度に開始した「就学移行支援計画」の様式を現状に合った形に改める

とともに、入学後、担任に情報が確実に伝わるシステムの見直しを以下のように取り組ん

だ。 

① 情報量の整理と作成にかかる負担軽減 

   保護者と幼保こ園が、それぞれ１枚ずつ作成していた「就学移行支援計画」を、１

枚のシートにまとめる新しい様式（資料２）を作成した。これにより、学校に伝えた

い情報を必要最低限に整理すると共に、記入欄が少なくなったことにより、作成にか

かる負担軽減を目指した。 

② 引継ぎシステムの構築 

   小学校入学時の引継ぎのツールとして存在する「就学移行支援計画」の活用に限ら

ず、進級時及び小学校から中学校への進学時における特別な教育的支援を必要とする

児童生徒の引継ぎの不徹底から起こる問題は毎年起きている。そこで、昨年度末、「特

別支援教育関係書類引継ぎチェックリスト」（資料３）を作成し、特別支援教育コーデ

ィネーターが実施できるように市内全校に配布した。このチェックリストを活用する

ことで、他の関係書類同様、「就学移行支援計画」が、新年度、確実に担任の手に渡る

ことを目指した。さらに、「就学移行支援計画」の新しい様式には、引継ぎ者と担任名

を記載する欄を設け、引継ぎが途切れないよう工夫した。 

 

 

Ⅴ．成果と課題 

 

今回、この地域実践研究事業に参画したことにより、本市の就学相談について改めて見

直す機会を得られたことは、非常に有意義であったと考えている。担当する指導主事が一
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定期間で交代していく現在のシステムにおいては、業務をこなすことに精一杯で、就学相

談の数の増加に対しても、忙しいから人を増員して欲しいという視点しか持てなかったの

が現状だった。 

しかし、この研究により、「なぜ増えたのか」「今、何が必要なのか」などの課題に気付

き、その解決のために、新しい取組に踏み切ることができたのは、大きな成果であると考

える。 

この 10 年で就学相談が増えたことには、様々な理由・背景があったように、これからの

10 年にも色々な変化が起こるであろう。今後は、就学相談に関する事業の見直しを適宜行

い、課題が見つかったから改善という対処的なことではなく、より良い相談事業を目指し、

積極的な改善を心がけていく必要を感じている。 

そのためには、今回、新たに取り組んだこと、改善したことに対する評価をしっかり行

うことが大切だと考える。一度完成したシステム（体制）は永久的なものではなく、計画・

実行・評価・見直しを続けていくことで、より良いものになっていく。インクルーシブ教

育システム構築に向けた体制整備においても、この流れを途切れさせないことが最も重要

で、本市のこれからの課題であると考えている。 
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資料１ 就学相談に関するアンケート 
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様子と対応 幼稚園・保育園・こども園等から

健康面・運動面
○健康面
○身体面
○運動面
○手指の動き、器用さ

⇒これまでの支援

社会性・対人関係
○集団参加
○遊びへの参加
○コミュニケーション
○会話

⇒これまでの支援

生活面・認知面
○着替え、排泄、食事、片付け
○言葉
○指示やルールの理解
〇絵画、制作、文字、数字など

⇒これまでの支援

性格・行動・情緒面
○性格、行動、情緒面の特徴
例)　多動性、衝動性、パニック、自傷行為、
　　　他害行為、チック、吃音、場面緘黙、
　　　爪かみ，指しゃぶり、こだわりが強い

　　　不安が強い、環境の変化が苦手　など

⇒これまでの支援

その他
○学校に伝えたいこと

保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

就　学　移　行　支　援　計　画

（ふりがな）
在籍園名

在籍園記載者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印児童氏名

①保護者が「保護者から」等を記入　②在籍園が「幼稚園・保育園・こども園等から」を記入　③保護者が記載内容を確認
④在籍園は小学校との引継ぎ日まで保管　⑤在籍園から小学校への引継ぎで活用する　⑥小学校の担任が内容の確認

保護者から

苦手なこと，嫌いなこと　（保護者記入欄）得意なこと，好きなこと　 （保護者記入欄）

小学校引継ぎ担当 小学校担任

就学移行支援計画の作成及び情報提供に同意します

資料２ 就学移行支援計画 
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資料３ 特別支援教育関係書類 引き継ぎチェックリスト 
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